
  

  

  

歴史民俗資料学研究科 歴史民俗資料学専攻 博士前期課程 

  

  

本研究科の博士前期課程は、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力を身に付け、そ

の能力、知識及び技能を教育・研究をはじめ様々な領域で発揮できる人材の育成を目的とする。 

本研究科の博士後期課程は、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力、知識及び技能

をさらに向上させ、創造性豊かな教育・研究活動を行うことのできる研究者の育成を目的とする。 
 

  

  

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻前期課程で

は、国際的視点を踏まえた日本列島の歴史と文化に関して、歴史資料学・民俗資料学を柱とした体系的なカリキュラム

に基づき、新たな研究領域を開拓する総合的な資料学に関する専門教育を展開し、広い視野に立つ専門性豊かな能力を

発揮できる人材を育成することを教育目標とします。 

日本社会を究明するには、歴史学・民俗学の学問分野からのアプローチは不可欠であり、その研究の基礎には必ず資

料が存在します。その資料を適切に扱い活用する学問分野として、本研究科は資料学という新しい学問領域の開拓を目

指しています。院生に対する教育と研究は、本研究科の設立基礎である神奈川大学日本常民文化研究所及び非文字資料

研究センターと密接に連携して行われ、資料の調査・収集、修復・保存、分析方法などに関する実践的な知識と技能を

身につけ、地域社会の文化活動や地域文化の継承・育成にあたる高度専門職業人を養成することを教育目標として定め

ます。 

 

  

  

本専攻博士前期課程において所定の単位を修得し、提出した修士論文が専攻内規に則って審査され合格と判定された

者は、以下の能力を身につけていると判断し、修士（歴史民俗資料学）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）歴史民俗資料学に関する専門的な知識と調査・研究能力を修得している。 

（２）調査・研究に伴う資料の調査・収集、修復・保存などに関する実践的な知識と技能を習得している。 

（３）地域社会の文化活動や地域文化の継承・育成にあたる幅広い知識と能力を身につけ、社会に貢献できる素養を備

えている。 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）歴史民俗資料学に関する専門的知識と技能をもって、国際社会に貢献しうる能力を修得している。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）歴史資料・民俗資料を適切に扱う技能を身につけ、その資料を分析して日本社会の特質を究明する調査・研究能

力を修得している。 

（２）歴史資料・民俗資料の総合的な資料学の分析を基礎とした専門的な知識を身につけ、高度専門職業人として必要

不可欠な能力を修得している。 

 

  

  

本専攻博士前期課程では、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力を身に付け、その

能力、知識及び技能を教育・研究をはじめ様々な領域で発揮できる人材の育成を目的として、以下のようなカリキュラ

ム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

研究科・専攻の教育研究上の目的及び基本方針 

 

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

教育目標  

 



  

  

（１）歴史資料学・民俗資料学を柱とする総合的な資料学を学修できる多様な科目が設けられている。 

（２）高度専門職業人の養成に対応して、博物館学関連の科目群とともに、歴史民俗資料学に関連する多様な科目が設

けられている。 

（３）社会人や留学生など多様な院生の種々な状況に対応するため、学修においてセメスター制をとり、さらに秋季入

学制度・長期履修制度を設けている。 

２．教育の方法と評価 

（１）実技実習と調査実習を重視することで、歴史民俗資料を扱う技能や調査方法を実践的に習得できる。 

（２）教育・研究は本学付設の神奈川大学日本常民文化研究所や非文字資料研究センターと密接に連携して行われ、院

生は研究所やセンターが主催する研究会や調査に参加する機会を有し、また研究所の所蔵資料を利用することができ

る。 

（３）上記研究所等の海外提携大学への短期留学の機会を有し、国際的な視野に立った歴史民俗資料学の学修ができる。 

（４）修士論文の作成過程において、論文演習の一環として全教員・全院生が参加する年２回の中間報告会を設け、プ

レゼンテーション能力を高めるとともに、集団指導のもと高度な専門性と学際性を持った論文作成能力を養える。 

（５）修士論文の審査には、３名の教員があたり、口頭試問を実施する。 

 

 

  

１．大学院教育によって培う能力 

（１）歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力を修得する。 

（２）歴史民俗資料の調査・収集、修復・保存などに関する実践的な知識と技能を修得する。 

（３）教育職員専修免許（中学校社会・高等学校地理歴史）を取得し、あるいは学芸員としての専門性を高めることで、

歴史民俗資料学に関連する高度な専門職に就けるようにする。 

２．本専攻の求める入学者像 

（１）歴史民俗資料学に関する高度で専門的な学識の修得を目指す人 

（２）国際的視野を持って日本列島の歴史と文化に関し、新たな研究領域を開拓する意欲を持っている人 

（３）歴史民俗資料学の手法をもって現実社会の諸問題に対応できる能力を高め、技能を修得したい人 

３．大学までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）「一般入試」「外国人留学生入試」「社会人特別入試」では、歴史学・民俗学等、歴史民俗資料学を学修するうえで

必要となる専門分野の基礎学力や能力を備えているかを判断する。 

（２）外国人留学生に対しては「指定校推薦」も行っている。 

（３）指導教員が推薦した者については本人の申請により筆記試験を免除する「特別選考」を行っている。 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



  

  

歴史民俗資料学研究科 歴史民俗資料学専攻 博士後期課程 

  

  

本研究科の博士前期課程は、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力を身に付け、そ

の能力、知識及び技能を教育・研究をはじめ様々な領域で発揮できる人材の育成を目的とする。 

本研究科の博士後期課程は、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力、知識及び技能

をさらに向上させ、創造性豊かな教育・研究活動を行うことのできる研究者の育成を目的とする。 
 

  

  

本学の教育目標及び本研究科の教育研究上の目的等を踏まえ、歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻後期課程で

は、国際的視点を踏まえた日本列島の歴史と文化に関して、歴史資料学・民俗資料学を柱とした歴史民俗資料学に関す

る高度な専門教育を展開し、日本文化を世界に発信し国際的に活躍する研究者の育成を教育目標とします。 

日本社会を究明するには、歴史学・民俗学の学問分野からのアプローチは不可欠であり、その研究の基礎には必ず資

料が存在します。その資料を適切に扱い活用する学問分野として、本研究科は資料学という新しい学問領域の開拓を目

指しています。院生に対する教育と研究は、本研究科の設立基礎である神奈川大学日本常民文化研究所及び非文字資料

研究センターと密接に連携して行われ、専門的な調査・研究能力及び学際性をもった論文の作成能力、プレゼンテーシ

ョン能力を涵養し、歴史民俗資料学の新たな領域を開拓する研究者を養成することを教育目標として定めます。 

 

  

  

本専攻博士後期課程において所定の単位を修得し、提出した博士論文が専攻内規に則って審査され合格と判定された

者は、以下の能力を身につけていると判断し、博士（歴史民俗資料学または学術）の学位が授与されます。 

１．自立した良識ある市民としての判断力と実践力 

（１）歴史民俗資料学の研究分野において、新たな領域を開拓する創造的な研究者としての能力を修得している。 

（２）歴史民俗資料学に関する専門的知識と技能をもって、現代社会に貢献しうる能力を修得している。 

２．国際的感性とコミュニケーション能力 

（１）歴史民俗資料学の研究分野において、国際的に通用する高度の専門的な調査・研究能力を修得している。 

（２）歴史民俗資料学の研究成果を、論文等で国際的に発信しうる能力を修得している。 

３．時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能 

（１）歴史資料・民俗資料を適切に扱う技能をさらに深め、その資料を分析して日本社会の特質を解明する専門的な調

査・研究能力を修得し、大学・研究機関などの教育・研究活動に携わる能力を備えている。 

（２）歴史民俗資料学に依拠した高度で知的な学識を修得し、その専門的な研究を社会へ還元できる能力を備えている。 

 

  

  

本専攻博士後期課程では、歴史民俗資料学について、広い視野に立つ専門性豊かな調査・研究能力を身に付け、その

能力、知識及び技能を教育・研究をはじめ様々な領域で発揮できる人材の育成を目的として、以下のようなカリキュラ

ム・ポリシーを設定しています。 

１．教育課程の編成・実施 

（１）歴史資料学・民俗資料学を柱とする総合的な資料学に関する高度な専門教育を受けることができる。 

（２）社会人や留学生など多様な院生の種々な状況に対応するため、セメスター制をとり、さらに秋季入学制度を設け

ている。 

２．教育の方法と評価 

（１）教育・研究は本学付設の神奈川大学日本常民文化研究所や非文字資料研究センターと密接に連携して行われ、院

生は研究所やセンターが主催する研究会や調査に参加する機会を有し、また研究所の所蔵資料を利用することができ

る。 

（２）上記研究所等の海外提携大学への短期留学の機会を有し、日本の歴史と文化を世界に発信し国際的に活躍できる

研究者を養成することができる。 

教育研究上の目的  

 

ディプロマ・ポリシー (学位授与の方針) 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針) 

 

教育目標  

 



  

  

（３）上記研究所等が行う共同研究の研究協力者や TA（ティーチング・アシスタント）などに就くことで、教育・研究

指導者としての経験を積むことができる。 

（４）学位論文作成指導の強化を図るため論文演習の一環として全教員・全院生が参加する年１回の中間報告会を設け、

プレゼンテーション能力を高めるとともに、集団指導のもと、より高度な専門知識と学際性を持った論文作成能力を

養える。 

（５）学位論文の作成過程において、予備審査論文の提出を求め、３名の教員が事前審査を行っている。 

（６）学位論文の審査は、３名の学内教員および必要に応じて学外の専門家を加えて口頭試問を実施している。 

 

 

  

１．大学院教育によって培う能力 

（１）歴史民俗資料学について、広い視野に立つ高度で専門性豊かな調査・研究能力を修得する。 

（２）既存の枠組みを超えて、歴史民俗資料学の新たな領域を開拓する創造的な調査・研究能力を修得する。 

２．本専攻の求める入学者像 

（１）歴史民俗資料学に関する、より高度で専門的な学識の修得を目指す人 

（２）国際的視野を持って日本列島の歴史と文化に関し、新たな領域を開拓する意欲を持っている人 

（３）研究者となり、歴史民俗資料学を中心とした教育・研究活動や文化活動により、社会に貢献したい人 

３．博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法） 

（１）「一般入試」「外国人留学生特別入試」では、歴史学・民俗学等、歴史民俗資料学を学修するうえで必要となる専

門分野の学力や能力を備えているかを判断する。 

（２）外国人留学生に対しては「指定校推薦」も行っている。 

アドミッション・ポリシー (入学者受入の方針) 

 



 

Graduate School of History and Folklore Studies, History and 
Folklore Studies Course 
Master's Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 
 Students who have acquired the prescribed credits and whose master’s thesis has been reviewed 
and accepted under the rules of this Master’s Program are deemed to have acquired the following 
capabilities, and will be granted a master’s degree (in History and Folklore Studies). 

 
1. Judgment and practical ability as an independent conscientious citizen  
(1) Have acquired specialist knowledge and research capabilities pertaining to history and folklore 

studies. 
(2) Have acquired practical knowledge and skills concerning the survey, collection, restoration, 

preservation, etc. of materials and artifacts in the course of field work and research 
(3) Have acquired wide-ranging knowledge and capabilities for the preservation and development of 

community cultural activities and regional culture and are equipped with the training to contribute 
to society. 

 
2. International sensibilities and communication capabilities 
(1) Have acquired the capabilities to contribute to the international community with specialist 

knowledge and skills pertaining to history and folklore studies. 
 
3. Expert knowledge and skills to address contemporary issues and the demands of society 
(1) Have acquired the skills to appropriately handle historical and folkloric materials and have gained 

the field work and research capabilities to analyze said materials and investigate the 
characteristics of Japanese society. 

(2) Have acquired expert knowledge founded on the comprehensive analysis of historical and 
folkloric cultural materials, as well as the capabilities essential for a high-level professional 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
The goal of this Master’s Program is to develop individuals who have the capability to conduct 

specialized studies and research with a broad perspective in the fields of history and folklore studies 
and are able to give full play to such capability, knowledge, and skills in various fields, including 
education and research. The following curriculum policy has been established for this purpose. 

 
1. Organization and implementation of curricula 
(1) The Master's Program offers a broad range of subjects to enable comprehensive study of 

materials and artifacts with a focus on historical and folkloric materials. 
(2) The Master's Program consists of diverse subjects related to history and folklore studies, 

together with a museology-related subject cluster for the nurturing of high-level professionals. 
(3) The Master's Program adopts a semester system, as well as a fall admission and long-term 

studies system, to accommodate the varied circumstances of working persons, foreign students, 
and others. 

 
2. Educational methods and evaluation 
(1) The Master's Program emphasizes practical training in the skills for handling materials on history 

and folk culture, as well as in field research methods. 
(2) Education and research is closely linked to the Institute for the Study of Japanese Folk Culture 



 

and the Research Center for Nonwritten Cultural Materials of Kanagawa University. Students are 
given opportunities to participate in research meetings and field work conducted by these 
organizations and are able to make use of the materials and artifacts held by the institutes. 

(3) Students are given opportunities for short-term study at foreign partner universities of the 
aforementioned research institutes, enabling the study of history and folk culture from an 
international perspective. 

 (4) As an exercise in the master's thesis writing process, the Master's Program conducts biannual 
interim report sessions with the participation of all teachers and graduate students to improve 
presentation skills and nurture the ability to write dissertations with a high level of expertise and 
interdisciplinarity based on group learning. 

(5) Examination of the master's thesis is conducted through oral questioning by three faculty 
members. 

Admission Policy 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 
(1) Capability to conduct specialized studies and research with a broad perspective in the field of 

history and folklore studies. 
(2) Practical knowledge and skills concerning the survey, collection, restoration, preservation, etc. of 

historical and folklore materials and artifacts. 
(3) Placement in advanced expert positions related to history and folklore studies, through the 

acquisition of the Advanced Teacher’s Certificate (for junior high school social studies / high 
school geography and history) and specialized training as museum curators 

 
2. Students sought by this Program 
(1) Persons aiming to acquire advanced specialist knowledge pertaining to history and folklore 

studies 
(2) Persons with an international outlook and a desire to develop new fields of research relating to 

the history and culture of the Japanese archipelago 
(3) Persons who wish to further their capabilities and acquire new skills to address various 

real-world problems through techniques in the field of history and folklore studies 
 
3. Evaluation of university-level capabilities (selection method) 
(1) Applicants will be assessed through the regular admission process and admission schemes for 

international and mature students on whether they are equipped with the basic knowledge and 
capability in specialized fields, such as history and folklore studies, that are required for the study 
of materials on history and folklore. 

(2) Foreign students are also accepted through the Designated Partner University Recommendation 
System. 

(3) A “special selection” process in which written examinations are waived is conducted at the 
request of applicants recommended by academic advisors. 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

Graduate School of History and Folklore Studies, History and 
Folklore Studies Course 
Doctoral Program 
Diploma Policy (Policy on the conferring of degrees) 
Students who have acquired the prescribed credits and whose doctoral thesis has been reviewed 

and accepted under the rules of this Doctoral Program are determined to have acquired the 
following capabilities, and will be granted a doctoral degree. 
 
1. Judgment and practical ability as an independent conscientious citizen 
(1) Have acquired the capabilities as a creative researcher to develop new areas in the field of 

history and folklore research. 
(2) Have acquired the capabilities to contribute to the modern society with specialist knowledge and 

skills pertaining to history and folklore studies. 
 
2. International sensibilities and communication capabilities 
(1) Have acquired high-level, expert field work and research capabilities that are applicable 

internationally in the research field of history and folklore studies 
(2) Have acquired the capability to disseminate research results in the field of history and folklore 

studies internationally via theses, etc. 
 
3. Expert knowledge and skills to address contemporary issues and the demands of society 
(1) Have further developed the skills to appropriately handle historical and folkloric materials, have 

acquired the specialist field work and research capabilities to analyze said materials and 
investigate the characteristics of Japanese society, and are equipped with the capabilities 
required for involvement in education and research activities in places such as universities and 
research institutes. 

(2) Have acquired high-level intellectual knowledge founded on history and folklore studies and are 
equipped with the capabilities to benefit society with such expert research 

Curriculum Policy (Policy on organization and implementation of curricula) 
The goal of this Doctoral Program is to develop individuals who have the capability to conduct 

specialized studies and research with a broad perspective in the fields of history and folklore studies 
and are able to give full play to such capability, knowledge, and skills in various fields, including 
education and research. The following curriculum policy has been established for this purpose. 

 
1. Organization and implementation of curricula 
(1) The Doctoral Program offers advanced specialist education pertaining to the comprehensive 

study of materials and artifacts with a focus on historical and folkloric materials. 
(2) The Doctoral Program adopts a semester system, as well as a fall admission system, to 

accommodate the varied circumstances of working persons, foreign students, and others.  
 
2. Educational methods and evaluation 
(1) Education and research is carried out in close partnerships with the Kanagawa University’s 

Institute for the Study of Japanese Folk Culture and its Research Center for Nonwritten Cultural 
Materials, and students have opportunities to participate in research meetings and field work   
organized by the institute and the center. Students can also access the collection of cultural 
materials housed in the institute. 



 

(2) Students are given opportunities for short-term study at partner foreign universities of the 
aforementioned research institutes, enabling them to become researchers who can serve as 
advocates of Japanese history and culture and work internationally. 

(3) The Doctoral Program offers opportunities to gain experience as leaders in education and 
research through cooperating partner positions in joint research projects conducted by the above 
two institutes or TA (Teaching Assistant) positions. 

(4) In order to provide enhanced guidance for thesis writing, the Doctoral Program conducts annual 
interim report sessions as a thesis writing exercise with the participation of all teachers and 
graduate students to improve presentation skills and nurture the ability to write dissertations with a 
high level of specialist and interdisciplinarity knowledge based on group learning. 

(5) The process of dissertation writing requires the submission of the draft for advance screening by 
three faculty members. 

(6) Examination of the doctoral thesis is conducted through oral questioning by three University 
faculty members, with the participation of outside experts as necessary. 

Admission Policy 
1. The capabilities fostered by a graduate school education 
(1) Capability to conduct advanced, specialized studies and research with a broad perspective in the 

field of history and folklore studies. 
(2) Have acquired creative investigative and research capabilities to develop new areas in the field 

of history and folklore studies that transcend existing frameworks.  
 
2. Students sought by the Program 
(1) Persons who aspire to acquire advanced intellectual knowledge in the study of materials on 

history and folk culture 
(2) Persons with an international outlook and a desire to develop new fields relating to the history 

and culture of the Japanese archipelago 
(3) Persons who wish to become researchers and contribute to society through education, research, 

and cultural activities centered on history and folklore studies 
 
3. Evaluation of master’s-level capabilities (selection method) 
(1) Applicants will be assessed through the regular admission process and special admission 

schemes for international students on whether they are equipped with the knowledge and 
capability in specialized fields, such as history and folklore studies, that are required for the study 
of materials on history and folklore. 

(2) Foreign students are also accepted through the Designated Partner University Recommendation 
System. 


